
 
天然記念物再生事業について 

（米原市歴史文化財保護課 報告） 

 

○事業概要 

名  称：植生防護柵 
構  造：格子型金網（主要材料：亜鉛メッキ鋼線、亜鉛メッキ鋼鈑） 
長  さ：Ｌ＝202.3ｍ 
高  さ：Ｈ＝2.0m（平坦地および傾斜地）、Ｈ=1.8m（急傾斜地） 
面  積：Ａ＝約 0.5ha 
施工完了：平成 29 年 11 月 6 日 
設置場所：伊吹山南側斜面弥高尾根頂上部（地図別添） 
設置主体：米原市（歴史文化財保護課） 
総事業費：4,290 千円（約 21 千円／１ｍ） 

 

○維持管理および効果測定等 

本事業は、平成 22 年頃からシカの採食により激減したニッコウキスゲおよびオオバギボ

ウシの群落の回復を主な目的としている。事業効果を測定するため、両種の回復状況につ

いて定期的な観測を行う。また、特に融雪後の春季および台風等の通過後に植生防護柵の

点検を行い、適切な維持管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオバギボウシの大群落 
平成 21 年７月撮影 
（撮影：村瀬忠義氏） 

完成写真 
平成 29 年 11 月撮影 
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年 2007 年
(6/2 ~ 6/5)

2008 年
(5/25 ~ 6/8)

2010 年
(6/3)

2011 年
(6/5)

2017 年
(6/3) 備 考

（在来種タンポポ個体数の増減）区域 外来種
個体数

在来種
個体数

外来種
個体数

在来種
個体数

外来種
個体数

在来種
個体数

外来種
個体数

在来種
個体数

在来種
個体数

❶ 539 11 560 0 1,012 6 1,150 8 75 ←在来種増

❷ 461 69 532 28 810 75 828 73 35 ←在来種減

❸ 274 6 175 5 174 17 155 0 0 ← 2011 年 11 月の測候所解体工事後在来種減

❹ 630 0 640 0 2,671 0 調査不可 調査不可 0

❺ 340 30 522 28 601 21 635 44 3 ←在来種減

❻ 547 33 727 3 1,090 9 調査不可 調査不可 5

❼ 639 81 455 95 411 52 921 36 2 ←在来種減

❽ ー ー ー ー ー ー 30 96 30 ←在来種減

❾ ー ー ー ー ー ー ー ー 0 ←今回初調査（測候所解体跡地）

総計 3,430 230 3,611 159 6,769 180 3,719 257 150 ※ 2011 年調査から 40％減少
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▲
一等三角点

2017 年６月３日調査報告＜伊吹山山頂部の在来種タンポポの個体数と分布図（2007 年～ 2017 年）＞

伊吹山ネイチャーネットワーク

測候所跡地

正面登山道

西登山道

東登山道

中央登山道

山頂トイレ

新設登山道在来種が多い
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変圧器
●

※セイヨウタンポポの駆除が 2012 年以降毎年実施されてる．※山頂部における在来種タンポポは，８年前の調査時より約 40％減少．

▲　セイタカタンポポと思われる個体．
　　山頂部の在来種のほとんどはこの種．

▲　イブキタンポポと思われる個体．
　　山頂部では今回の調査では３個体のみ．学術上
　　さまざまな説があり，今後の研究が望まれる．

外来種タンポポが草原群
落に侵入している．シカ
の食害により草原群落内
の草丈が短くなり侵入し
やすい生育環境に変化し
たことが主な要因と考え
られる．このことは，他
の場所でも起こっている
と予測できる．

▲　シカ食害の要因で草原群落の草
丈が低くなり外来種タンポポが侵入



伊吹山ネイチャーネットワーク

2017 年６月３日調査報告　＜伊吹山山頂部の外来植物の個体数と生育状況・分布図＞
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●

18 個体

●　ハルザキヤマガラシ（多年草・要注意外来植物）
分　布： 西登山道～山頂
個体数： 56 個体（18 個体まとまって生育している箇所は西登

山道の山頂駐車場近くの１カ所．あとは山頂までの登
山道沿いに単体で 38 個体が点在する）

状　況： 日当りの良い道路側に生育し，草原群落内の侵入は確認できず．
草丈は 20 ～ 35cmと低く単体である．西登山道がほとんどで
東登山道では確認されず．ヤマガラシとの交雑は懸念されるが、
雑種と思われる単体を採取し遺伝子レベルの検証が必要となる．
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●　ハルジオン（多年草・要注意外来植物）
分　布： 西登山道～山頂
個体数： 83 個体（点在するがまとまって多数

生育している）
状　況： 日当りの良い道路側に生育する．多年

草のためヒメジョオン（１・２年草）
と違って次年度も同じ場所で増殖し開
花する．草原群落内に侵入する前に完
全な駆除が急がれる．

57 個体

26 個体

●

●

●　スノーフレーク（園芸種　多年草・球根）
分　布： 東登山道
個体数： ２個体

状　況： ７年前に別の場所で確認．誰かが駆除しその後見つから
なかった．今回はまた別の場所で２個体を確認．人為的
に球根を植え付けたと考えられ，早急な対処が必要．

▲　西登山道に侵入したハルザ
　　キヤマガラシ

本来の在来種ヤマガラシ　 ▼

葉はまるく大きく，角果は軸
に平行につく

▲ 　外来種のハルザキ
ヤマガラシ．葉は波状
鋸歯があり，角果は軸
に約 60 度斜めにつく．
伊吹山ドライブウェイ
沿道標高 800mの滋賀・
岐阜県境の待避所に大
群生が見られ、ここか
ら上部に侵入したと推
測される .

▲　山頂で繁殖するハルジオンの群生

▲ 　外来種のハルジ
オン．ヒメジョオン
と違って多年草のた
め，繁殖すればその
まま定着する．

▲　誰かが球根を植えたと思われるスノーフレーク

▲　園芸種スノーフレーク







伊吹山周辺地域におけるニホンジカの捕獲について(県事業) 

 
 
【平成 29 年度の捕獲】 
 
事 業 名: ニホンジカ広域管理捕獲実施事業（農水省交付金事業） 

実施場所: 米原市上野、弥高地先（伊吹山鳥獣保護区） 

受 注 者:  滋賀県猟友会（公募型プロポーザルによる選定） 

契約期間:  平成 29年 12 月 18 日～平成 30年 3月 23 日 

              （内、捕獲期間 3 月上旬～3 月中旬 のべ 9日・班） 
                         

事業内容: 捕獲方法・・・忍び猟 

      忍び猟とは、単独で山に入り、糞や足跡、獣道を探索し、前日又は直前と思わ

れる新しい痕跡を発見し、その痕跡を残した個体または群れを静かに追いかけ

銃器の有効射程距離まで忍び寄り狙撃する方法 

      捕獲目標・・・１５頭  

 

安全管理：捕獲日当日に看板やのぼり旗等を入山者や通行者から見やすい位置に掲げ、現

地周辺に入山者等がいる場合には、注意喚起を行うとともに、必ず従事者間の

情報共有を図り、安全確保に努める。 

     （安全誘導は、上野登山口、登山道 1 合目、登山道 2 合目、登山道中間付近、

弥高林道入口に配置予定。） 

        ※実施区域は、太線で囲まれた区域 

       

 

 

 
 
 
 
（参考） 
 
平成 25 年度  4 頭  (実施主体：米原市 県の補助事業で実施) 
平成 26 年度 16 頭  (実施主体：米原市 県の補助事業で実施) 
平成 27 年度  1 頭   (実施主体：滋賀県 国の交付金事業で実施) 
平成 28 年度  9 頭  (実施主体：滋賀県 国の交付金事業で実施) 

安全誘導(登山道 1合目付近) 

安全誘導（登山道中間付近） 

実施区域 

H28 年度の実施状況 

H28 年度の実施状況 


